
































PRLの発現調節とPRL放出ペプチド (PrRP) トビハゼを淡水 ･海水 ･陸上へ適応さ
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せ､pRLの発現を調べた｡血中Na濃度は､ トビハゼを水から出して10時間後で上昇傾
向にあるが､有意な変化は淡水移行後の一時的な減少だけである｡これは､ トビハゼ
の優れた浸透圧調節能を反映している｡ 血中コルチゾル濃度とpRLmRNA量は､淡水
適応と陸上適応の過程で上昇した｡浸透圧やコルチゾル濃度が高いときは､pRLの発
現が抑えられるとされている｡よって､陸上におけるPRLの誘導には､近年晴乳類で
同定されたprRPなど他の因子が関与していると思われるので､ トビハゼの脳からも
prRPのcDNAをクローン化した｡これをプローブとし､脳における発現を調べたところ､
prRPも陸上で誘導されており､prRPは陸上でのPRLの発現で重要な役割を演 じている
と思われる｡また､prRPの発現は､脳以外にも､肝障臓､腸､卵巣などで認められた｡
これらの器官ではpRLの発現もみられ､PrRPは局所的なpRLの発現にも関与している
ことを強く示唆している｡
陸上適応におけるPRLの作用 トビハゼにPRLを投与すると水中にいる時間が延長した｡
したがって､陸上で上昇するpRLは水中への移動に関与しているのかもしれない｡こ
のwaterdriveはある種のイモリではよく知られており､興味深い｡さらに､淡水中と陸
上では､ トビハゼの皮膚の組織抵抗が上昇しているので､PRLは､淡水中では塩の､
陸上では水の保持という役割を演じている可能性がある｡これは､脊椎動物全般にお
けるPRL機能の本質は上皮の透過性の低下であるという説を支持する｡
皮膚に存在する塩類細胞一塩類細胞のモデル
陸上適応における皮膚機能の検討過程で､胸びれ下の皮膚に塩類細胞が高密度に存在し､
退化 している鯉の塩の輸送能を補償していることを兄いだした｡この皮膚は､鯉上皮
に比べ形態学的､生理学的解析が容易で有望な実験系である｡ トビハゼを淡水に移行
すると､塩類細胞の塩を分泌する開口部が迅速に閉じ､cl~分泌はゼロになった｡海水
に戻すと開口部は迅速に開いた｡塩類細胞の機能発現/停止には開口部の開閉が重要で
あると思われる｡この開閉は､環境水の10mM Ca(海水と同濃度)の変化だけで引き
起こされ､Na､Cl､Mg濃度や､浸透圧の変化では充分でなかった｡ さらに､血中caは
変動せず､caチャネルブロッカーによって抑えられるので､環境ca濃度に伴い細胞内
Caが変動､作用していると考えられる｡また､細胞骨格系の遺伝子が塩類細胞で特異
的に発現していることが示唆された｡これらの結果を併せると､魚が海水に入ると､
海水中のCaが (塩類)細胞内に流入しする｡そして､細胞骨格系を働かせることにより､
塩類細胞の開口部を速やかに開き､cl~を分泌していると思われる｡淡水中では逆のこ
とが起こっていると考えられる｡
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諌早湾では2000年8月上旬から下旬にかけてシャツトネラ赤潮が発生し,その発生に
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